2015年3月度　つぎ夢研究会定例会議事録
2015年3月22日（日）17：30～20：20
司会：中村先生
■諸連絡：高久先生
・次回は5月24日
・独立一年目の奮闘記：
・副会長の選抜をしたい

・役員を募集したい。去年合格者にぜひ担当を
・逗子商工会のアカモク商品化プロジェクトにつぎ夢でご協力をいただいている。今年も大きな案件がありそう。

■平成27年度新入会員歓迎会のお知らせ：岩根先生
	・4/12（日）15:00～
・神奈川中小企業センタービル

・新入会員・既存会員。・入会検討中の方の参加受付中
・申し込みは神奈川県診断協会のHPから

・診断士（企業内・独立問わず）として活躍している諸先輩の声を聞く機会を設けている。

	


■上海展示会出展について：田淵先生
	・4月23日～25日
・仕事があれば協力したい人がいたら、田淵先生に声をかけてほしい。
・「製造業の生産性、品質向上」をテーマに営業を行う。
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■強みプレゼンリレー①：子田先生
	【プロフィール】
・寿司屋に勤務（寿司屋にしか就職ができなかった）勤続16年
・もともと素行が悪かった（？）
・会社をよくするために診断士の勉強を始めた。（2012年）
【強み】
・寿司屋であることで印象に残りやすい
・目標を立てたことは必ず成し遂げる（実績）
次回：島袋先生
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■強みプレゼンリレー②：金澤先生
	【プロフィール】
・元日本ユニシス、現在中小企業に勤務
・所属：管理部知的財産戦略室

・個人のスキルがないことに途中で気づく

・チャレンジ精神は人一倍ある
【今後の方向性】
・独立することはなく、自社の活動にスキルを磨いて生かしていきたい
・人脈を広げていく
・診断士の知識を衰えさせないように自社で活用する

・小瀬ウェアになった先輩の立ち上げ企業の支援をしていきたい
【強み】
・人脈の広さ
次回：小林先生
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■強みプレゼンリレー③：徳田先生
	【プロフィール】
・愛媛県宇和島市生まれ（千葉県千葉市育ち）
・茅ヶ崎市在住
・趣味：水泳（中距離の自由形・背泳）
・SE志望で入社したものの営業に
・転職後も営業
【診断士になるきっかけ】
・2011の震災でコンビナートの爆発を目撃

・1年間に水泳仲間・前職の先輩合計4名がなくなり、自分もこの先どうなるかわからない。
⇒診断士を志望
【強み】
・19年の営業経験が強み
・体力
・中小企業で勤務をしている＝業務に直結

【このあと】
・実務補習を終えて診断士に登録をしたい
・企業内診断士として自社に貢献したい

・地元宇和島の発展に貢献したい
次回：村上先生
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■独立診断士1年目の奮闘記：和泉先生
	「診断士2年間の活動」
【プロフィール】
・診断士試験2012年12月合格、2013年4月登録
・システム開発会社でSE、テレマーケティング会社でSV（スタッフ教育・研修、データの集計・分析など）
・ITベンチャー企業でコンタクトセンター立ち上げ・運用、中途社員研修を担当
・パソコン教室　教室責任者

・パソコン講師（主に初心者向けOffice製品）
【1年目】
・診断士の仕事のイメージがつかない
・PC講師の仕事をメインに様子見
・研究会に参加
【2年目】
・診断士の仕事は時間がかかるのでPC講師の仕事を減らしたかった
・診断士の仕事は倍に
【業務割合】
・パソコン講師
⇒1年目：85％ 2年目：70％

・診断士

⇒1年目：15％ 2年目：30＋40％
・etc.
※3年目はもっと減らしたい
【研究会への参加】
・つぎ夢（2年回皆勤賞）
⇒商店街にぎわい補助金　申請書作成支援
⇒アロマ製品　販路開拓支援
⇒逗子発商品開発プロジェクト
・セミ総研

⇒冷凍空調組合プチセミナー
⇒TAC実務補習の世界セミナー
⇒合同経営セミナー
・TAC講師
⇒経営情報システム
⇒企業経営理論
⇒ガイダンス
・神奈川県中小企業診断協会
⇒街づくりプロジェクト
⇒同期会
⇒テクニカルショウヨコハマ、補助金審査etc.
⇒地域活性化支援部 担当理事
・異業種交流会への参加
⇒PC個人レッスン⇒創業支援
⇒小規模事業者持続化補助金 申請支援
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■特別講演～「物流の未来」を考えることで「あなたの未来」が見えてくる～
：神静イノベーション　平山 斉博様
	売れる仕組み作りは考える診断士は多いが、売れた後どうするかを考えるのが役に立つ。
・19歳から物流業界に

・神奈川・袋井に物流拠点を持つ
【ネット通販・物流業界の動向】
・ネット業界は引き続き成長市場
⇒2020年には20兆円市場に
・ネットショッピングをする流れが強化されている
・物流業界：従来は大量生産大量在庫を行うため、欠品しないための物流体制を構築していたが、消費者ニーズの多様化インフラ発達によって、多頻度小口調達対応が求められる時代
【物流ってなんだろう】
・（ネットショップ前提）　物流倉庫に在庫を預け、クライアントからの出荷指示に基づいて発送
・返品対応もある
○入荷
⇒バーコードで全品管理を行う。
⇒商品の照合が非常に困難なところがある。（ネイビーと一言にいっても、実際の色は様々）…仕入れもとにタグ付けを依頼する。（手数料を払ってでも）
○出荷
⇒クライアントからの出荷指示は10％ほどが誤っている。
⇒サンプルやチラシを同梱するが、業務の難易度が高い
○ラストワンマイル
⇒宅配便の不在率：3割…ドライバーのコストがかかる
⇒割増量を払えば指定時間に自宅の中まで届けてくれる。
⇒クリック＆コレクト、人の行き交う箇所で配送物を受け取るサービス
【ロジスティクスってなんだろう】
・顧客の要求スピードに適合すべく購入者に至るまでの効率的、効果的な物流フローと保管を、計画・管理・実行する活動
・JIT（トヨタ生産方式）…コストを取引先に振り分けている。
⇒物流業界にとっては、小口配送が増えるため、儲けになりにくい
【今後の物流業界の課題】
・人口減少による雇用不足の加速化
・宅配便の取扱個数は増加傾向
⇒需要に対応する物流業界のキャパシティとのミスマッチングが起きている。
【まとめ】
○人口減少による雇用不足の加速化
⇒人材→人財とするように指導教育をしつつ、一生働ける環境を構築することが必要⇒大手企業では人材確保のために、社員登用などで囲い込みを進めている。

⇒物流業界では、一人一人の能力を高めてキャパシティを高める
※倉庫見学時の着眼点
・5S（定置管理・作業品質の担保）
・情報の共有化（朝礼・MTGの実施、掲示物有無）
・目標設定（作業終了の目標時間・誤出荷率・作業生産性（ピッキング・梱包・入荷）
・作業者の効率的な配置（需要予測に基づく作業員の確保・業務経験に応じた配置が行われているか）
○多頻度小口調達による物流コストの増加
・仕入れ調達から消費者配送までの全体の流れを効率化するスキームを考えていく必要がある。
○メーカー・販売店・倉庫をまたいだ「物流全体の最適化」
・販売側の受注処理から在庫。発注管理などの間接部門の負担を少しでも軽減できるように物流側で支援し、販売に集中できる環境を提供していく必要がある。
※ビジネスのプロである中小企業診断士と物流のプロがタッグを組むことで提案が可能
「ネットショップは物流の改善により、そのビジネスを加速することが可能。それを支援できるのは中小企業診断士！ぜひ、物流の活用を提案してほしい！」
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■初参加の方々の自己紹介
■諸連絡：高久先生
	・新入会員歓迎会でのつぎ夢、プレゼンター：田淵さん
・新役員
⇒副会長（2名：渡利（恭明）先生・冨井（祐樹）先生）
⇒会計係・会員管理（4名：子田（健一）先生・石井（健次）先生・金澤（健二）先生・島袋（智輝）先生）
⇒書記係（3名：鈴木（栄二）先生・小林（孝志）先生・徳田（充）先生）
⇒宴会係（3名：鈴木（弘助）先生・染谷（裕）先生・和田（崇）先生
⇒会場係（4名：丹羽（陽一）先生・福田（朗）先生・渡辺（太郎）先生・村上（貴則）先生
⇒HP係（2名：和田（美香）先生・稲葉（宏幸）先生）
・地域商業自立促進事業
1 「自立促進支援事業」　（H28年度）
2 「自立促進調査分析事業」…①の調査費用　（H27年度）
・プロジェクトサブリーダーを募集
・調査分析スタッフを募集
⇒つぎ夢MLで仮募集
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次回日程　2015年5月24日（日）17：30～
以　上
4
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